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会  議  録 

会 議 名 第２４期小金井市公民館企画実行委員の会議 第３回 

事 務 局 公民館 東分館 

開 催 日 時 平成２８年１０月４日（火）午前１０時～１２時 

開 催 場 所 公民館東分館 集会室Ａ・Ｂ 

出 席 委 員 生形委員 柏倉委員 川上委員 熊野委員 嵯峨山委員 若井委員 

欠 席 委 員 なし 

事 務 局 員 鈴木分館長 星副分館長 杉山 

傍 聴 の 可 否  可 傍聴者数  なし 

傍聴不可・一部不可

の場合は、その理由 
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 議 題  

（１）報告事項 

①第３３期小金井市公民館運営審議会報告 

（２）審議事項 

①事業の進捗状況（確認等） 

ア 少年教育事業「ひがし子ども囲碁教室」 

イ 高齢者学級「くりのみ学級」 

ウ 市民講座「わがまち歴史散歩～人物・街道・商い～」 

エ 成人学校「野川の下流域を巡る」 

オ 成人学校 親子対象伝統文化体験講座「親子で楽しむ木工教

室」 

カ 成人学校「想像力を高めて『その時』に備える防災実践講座」 

キ 成人学校「手書きを楽しむ―年賀状―」 

ク 成人学校「むかし道を歩く～奥多摩むかしみち～」 

ケ 市民講座「やさしく学ぶ日本経済と暮らし」 

②企画検討する事業 

ア 子育て世代対象講座 

イ コンサート 

（３）そのほか 

・委員名簿の配付について 

・参考資料の配付 

（４）次回日程及び今後の諸日程について 

１１月１日（火）午前１０時から正午 集会室Ａ・Ｂ 
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会議内容（要旨記録） 

司会進行：柏倉委員 

（１）報告事項 

①第３３期小金井市公民館運営審議会報告 

・９月の公民館運営審議会では、７月の東センターまつりの邑楽町物産展の報告説明を

求められ、同町と講座等で往来があり今回企画し好評だったので、今後も継続したい

旨の報告が鈴木分館長よりあった。 

（２）審議事項 

①事業の進捗状況（確認等） 

ア 少年教育事業「ひがし子ども囲碁教室」 

・年５０回程度、土曜の午前に集会室で実施しているが、名簿上は４２人で毎回２０

人ほどが参加している。 

  ・１０月中旬から新たに加入する子どもがいる。 

イ 高齢者学級「くりのみ学級」 

・９月になり、かぼす酒づくり、横浜日産工場や市内結城座の野外研修と続き、１０

月からは家紋切りの紙工作、野田市や代々木方面の野外などが続くので、運営など

協力のお願いがあった。 

・１０月１４日の野田市野外研修の集合時間は午前７時４５分、委員の集合は 7 時 

３０分とすることを申し合わせた。 

・当日は班行動のため委員は各班につき行動し、昼食時は机の出し入れと弁当代 1,200

円の集金のお願いがあった。 

 ウ 市民講座「わがまち歴史散歩～人物・街道・商い～」 

・９月２５日に応募を締め切り、２０人の定員に対し２３人の申し込みがあり委員立

会いのもと抽選を行った。抽選後２人のハガキが到着したので丁重にお断りした。 

・各回の委員集合時間は、９時４５分とした。 

・講座では狭い道を歩くので、参加者へ隊列が乱れないようお願いがあった。 

・午後２時が終了時間となっているが、伸びることもあるので参加者に交通事情等に

より時間が遅れることを初回に伝えることとした。 

・１２月１０日は、マイクロバスのため委員の参加調整を行った。 

・担当委員（予定）は、以下のとおり。 

１０月８日は、柏倉委員、川上委員、嵯峨山委員、若井委員 

 １１月１２日は、柏倉委員、川上委員、熊野委員、嵯峨山委員、若井委員 

 １２月１０日は、柏倉委員、熊野委員、嵯峨山委員、若井委員 

 １月１４日は、生形委員、柏倉委員、熊野委員、嵯峨山委員、若井委員 

 エ 成人学校「野川の下流域を巡る」 

 ・９月３０日に応募を締め切り、２０人の定員のところ２２人の応募があった。協議

し、抽選しないで全員参加できるようにした。 

 ・１０月１９日初回の集合は、三鷹駅南口に９時３０分で路線バスに乗り深大寺入口

まで行き歩く。解散は小田急線喜多見駅にすることになった。 

 ・１１月９日の集合は、初回解散場所の喜多見駅にする。 

・担当委員は、柏倉委員（10 月のみ）、川上委員、熊野委員、嵯峨山委員、若井委員 
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オ 成人学校 親子対象伝統文化体験講座「親子で楽しむ木工教室」 

・１０月３日から受け付けしているが、親子１０組の定員のところ現在１組の状況。 

・東小学校にもチラシ 550 枚を配布したがまだ配布されてないようだが、声掛けして

いきたい。 

・親子が原則だが、高学年であれば１人参加でも対応したい。 

・担当委員は、川上委員と若井委員 

 カ 成人学校「想像力を高めて『その時』に備える防災実践講座」 

・定員２０人だったが、満席となった。保育希望者が２人いたが、部屋の確保などか

らお断りしたが、来年度は対応できるよう考えたい。 

・調理実習があるので、初回 1,000 円を材料費として集金する。 

・担当委員は、生形委員、柏倉委員、熊野委員（11/8、12/13 未定）、嵯峨山委員（11/8、

12/13 欠） 

 キ 成人学校「手書きを楽しむ―年賀状―」 

・１０月３日から受け付けし、１２人の応募があり、うち男性は２人。 

・色づけした年賀状を毛筆で書きあげる。 

・担当委員は、柏倉委員と嵯峨山委員 

 ク 成人学校「むかしみちを歩く～奥多摩むかしみち～」 

 ・１１月２５日に実施する単発講座。８時に東分館をマイクロバスで出発し、奥多摩

の山道を７キロほど歩く。１０月１１日に実地踏査（生形委員、杉山）をし、ガイ

ドとの打ち合わせと要所を歩く。 

・担当委員は、生形委員、熊野委員、嵯峨山委員 

ケ 市民講座「やさしく学ぶ日本経済と暮らし」 

・先日、講師の東京学芸大学松川先生と生形委員、鈴木分館長とで打ち合わせをし、

概ねが決まり、チラシ案を配付したところ、各回のテーマ・内容がやや硬いのでは

ないか、また副題など具体的にできないか、といった意見があった。 

・このことから講師に、もう少し柔らかい表現など相談することになった。 

②企画検討する事業 

 ア 子育て世代対象講座（保育付き講座） 

 ・小金井市で実施している子育て講座等の資料が配付され確認した。以下意見等 

 ・子どもをとる写真講座や子育てに係わるお金をテーマとした講座、子どもを育てる

親のための料理講座、ヨガや肩こり予防、ストレッチ、あるいは体を動かすリラッ

クス法、お化粧などの講座、感染症などのテーマもあがった。 

  ・東分館では保育付きは２回の連続講座で、リフレッシュと交流を主な目的として実

施してきた。 

  ・実施時期は、１月から２月の水曜または金曜で検討することになった。 

  ・担当委員は、嵯峨山委員、若井委員 

 イ コンサート 

 ・年明けに実施したいが、演奏にするのか、歌にするのか、そこから入ると検討しや

すい。 

・対象は絞らず、どなたでも気軽に聞けることがいい。 

・聞くだけでなく、楽器の説明など参加型にするとおもしろい。 

・緑分館でオペラを楽しむ事業があったが、知らない分野でよかった。 
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・以上を勘案し、事務局で体験型、参加型のコンサートを検討していく方向となった。 

（３）そのほか 

 ・委員同士の連絡用名簿を作成し配付することになった。 

 ・１０月１８日に企画実行委員の連絡会に配布する資料として、東分館の今年度事業一

覧を配付することになった。 

 ・参考資料として講座の分類表などの配付があった。 

（４）次回会議日程について 

１１月１日（火）午前１０時から正午 集会室Ａ・Ｂ 

  進行：川上委員 

 

 

                                                                    以上 

 


